
会長：　武田 和則 / 幹事：石渡 健司 ： 例 会 日：木曜日
クラブ会報委員会： ： 午後 12:30開会

委 員 長 ：境野 登章 ： 会.....場：アイトピア

　　副委員長 ：永島 健雄

第２２１１回 第 一 回 例会 （2011年 7月 7日）

☆ 点鐘

☆ 国歌斉唱　　　　君が代

☆ ロータリーソング斉唱　　奉仕の理想

☆ 四つのテスト唱和

☆ 来訪者紹介・会長報告　 .....武田和則会長

☆ 新役員の記念写真撮影　

☆ 理事役員代表挨拶　湯本茂作副会長

☆ 新入会員 入会式

☆ 幹事報告... .... 石渡健司幹事

☆ 結婚誕生祝い

☆ 委員会報告 湯本茂作会員

☆ 本年度クラブ運営方針　武田和則会長

☆ 委員長方針発表

☆ 出席奨励委員会　 野口一信委員長

☆ スマイルボックス委員会　井上真弓委員長

☆ 点鐘

★ 来 訪 者 紹 介　 武田和則会長
ガバナー補佐の鈴木秀憲様と、米山奨学生の茹一辛さんです。

★ ご 挨 拶

※米山奨学生　茹一辛さん　 ※鈴木次年度ガバナー　

【奨学金をお渡しし、その後に挨拶をして頂きました】

私は中国から来ました。現在は、埼玉大学の3年生です。

これからも、どうぞ宜しくお願い致します。

今年度、ガバナーエレクトとなりました。まずは親クラブに

ご挨拶に来る事が最初の仕事と思い、本日の第一例会に

伺いました。どうぞ宜しくお願い致します。



★ 会 長 報 告　　　 武田 和則会長

本年度、会長をおおせつかりました。皆様どうぞよろしくお願いいたします。

第１例会と言う事で、ロータリーの創立者、ポールハリスについて少しお話した

いと思います。ロータリーの創立は、１９０５年２月２３日です。

今から１０６年前、アメリカのシカゴで、ポールハリス３８才の時です。職業は

弁護士、それと石炭商・鉱山技師・洋服仕立て屋の４人で始めたそうです。

ポールハリスは、取引き・コミュニティー、そして友情を基にしたクラブをつくる

という構想を打ち明けました。ロータリーの目的は親睦と相互扶助でした。

その後に奉仕の思想が加わり、一時、親睦が上か奉仕が上かと争われたそう

です。ポールハリスの意見で、それぞれを同じ位置におく事でその後ロータリ

ーは飛躍的に大きく発展いたしました。国際ロータリーは世界初の奉仕団体

であり、２００以上の国と地域に３３、０００近くのクラブを擁し、会員数は約１２０

万人であります。ポールハリスは、この様に大きな組織になるとは、想像もしな

かった事と思います。この時、日本のロータリアンがポールハリスにたずねました。ロータリーを創立した動機は何でしょう。
と。それは、「寂しかったから。仲間が欲しかったから。」と、答えたそうです。もう少し論理的な答えが返ってくるのではと

私自身も思いましたが、なんと単純明快な事だと思いました。これがロータリーの源点であると再認識させられました。

ポールハリスはシカゴ生まれでもシカゴ育ちでもありませんでしたから、都会で友達もなく寂しいのと、何とか弁護の依頼人

が増えて欲しいとの思いで、創立したのではと言われております。あまり定かではありませんが、すべてが高潔な発想では

なかったのかもしれません。しかし、人間らしいといえば人間らしい行動ではないだろうかとも思います。ポールハリスの事を

長々と話をする気はありませんが、ロータリーの創立をみても分かる様に、まず行動を起こす事だと思います。

行動は必ずしも幸福をもたらさないかもしれませんが、行動のない所に幸福は生まれません。これは、イギリスの政治家で

ベンジャミン・ディズレーリの言葉です。ささやかなことからでも始めて、生きる目標は行動することによってのみ見つかるの

だと信じております。今年度は、このように会員皆様と共に行動して参りたいと思っておりますので、どうぞ宜しくお願い申し

あげまして、会長挨拶とさせていただきます。

★ 新役員の記念写真撮影 ★ 理事役員代表挨拶　湯本茂作副会長

武田・石渡年度の、理事役員の写真撮影が行われました。
先ほど、第一回の理事会が行なわれました。

皆さん、1年間どうぞ宜しくお願い致します。

★ 新入会員 入会式　　長島康雄様

～新入会員 入会式 　次のページへ続く～



～新入会員 入会式 　前のページより続き～

※ 鈴木ガバナーエレクト　 ※ 坂本研一会員
新入会員の入会式と言う歴史的な場面に出くわす事が

出来有難いです。行田クラブには会員が増えた事であり、

とても喜ばしい事です。

長島君とは、青年会議所時代よりお付き合いさせて頂いて

おります。これから先、彼はしっかりやってくれる事と思いま

す。長島君を、どうぞ宜しくお願い致します。

※ 長島新会員

自己紹介をさせて頂きます。

協同バスの鈴木様と同業との事ですが、

バスに関しては私の弟が行っております。

私は不動産の方を行っております。

今回、坂本会員と山本会員にご推薦して頂きました。

今後とも、どうぞ宜しくお願い致します。

★ 幹 事 報 告　　　　　　　石渡 健司幹事
皆さんこんにちは。武田年度第１回の例会に出席いただき、誠にありがとうござい

ます。今年度　幹事役を仰せつかりました石渡です。

至らぬ点も多いと思いますが、これから１年間よろしくお願い申し上げます。

※８月プログラム承認されましたので事務局より送ります。

※会費徴収時期の件　(前期 7月15日・後期 1月13日)を予定していますので、

...よろしくお願いします。

※炉辺会合とメーキャップの件ですが、会長又は幹事に報告いただければ、

...メーキャップ扱いになります。但し例会前後１４日までですので、お早めに

...出してください。

※地球温暖化ストップ　「チーム・マイナス６％」の為、６月１日より９月末日まで

...クールビズを採用します。

★ 結 婚 ・ 誕 生 祝 い

※ 結 婚 祝 い　　　　　　　　　　　　 　 ※ 誕.生.祝.い　 　渡辺会員

※ 結婚・誕生祝いの方を代表して、渡辺会員にご挨拶をして頂きました。

また1年間、頑張っていきたいと思います。本日はお祝いして頂き、ありがとうございました。



★ 委 員 会 報 告

★ 湯本茂作会員

９月２５日、行田市産業文化会館にて

アンサンブル協会のオータムコンサートが行われます。

入場料は無料です。皆様お誘い合わせの上、

ご出席の程宜しくお願い致します。

★ 本 年 度 ク ラ ブ 運 営 方 針　 武田和則会長
ロータリークラブは、１９０５年にシカゴから職業奉仕を原点に創立されました。当時は職業奉仕と会員相互の親睦で、

大いに盛り上がった事と思われます。その後会員の増加と共に組織が大きくなった事もあり、職業奉仕と親睦だけでは

精神の充足ができなくなったのではないでしょうか。それで社会奉仕へ、そして世界への国際奉仕へと広がりました。

又、社会奉仕・国際奉仕の事業を遂行する事で、社会に知れわたり社会的地位が向上した事と思われます。その事が、

ロータリーの魅力の一つとなりました。現在の会員が創立当時の思想だけに戻そうと思ってはいないと思います。

純然な親睦だけでは社会的地位が低下すると思われますし、また、社会奉仕や国際奉仕だけでも堅苦しく感じる事でしょ

う。大切な事は、全体としてバランスのとれた奉仕活動を行う事だと思います。私も全体的にバランスのとれた奉仕活動を

実施しようと思いました。親睦は会員同士で行う事が多く、計画すれば即実行出来る事がありますが、社会奉仕の場合に

は相手が必要です。ロータリークラブの計画だけでは実行できません。ある程度の協議をする期間が必要となります。

そこで行田市内にある児童養護施設のケヤキホームの理事長と協議の上、その児童との交流を、また４５周年記念事業と

して行田市観光課の担当者と協議の上、行田市駅～忍城祉までの間に観光客用の道標を５ヶ所設置する事、そして例年

の継続的な社会奉仕事業等を遂行すれば、クラブ奉仕及び職業奉仕との程良いバランスになると思いました。ところが

２０１１年３月１１日に、１、０００年に１度ともいわれる東日本大震災が発生してしまいました。被災されました皆様に、心より

お見舞い申し上げます。日本のロータリークラブは大震災復興支援のため、会員１名当り年間１万円の分担を決定しまし

た。当然の事と思われます。クラブ数２，３１１クラブ、会員数約９２，０００人で９億円の支援事業を行う事ができます。

ロータリーの大きさを実感致しました。行田ロータリークラブも東日本大震災復興支援委員会を設け、支援してまいりたい

思っております。私は全体的にバランスのとれた奉仕活動を目指しましたが、必然的に社会奉仕事業が多くなってしまいま

した。人生は思う様にはいかないものですね、しかし限られた予算の中で事業を遂行する事も大事だと考えました。

会員皆様のご理解をいただいて計画された事業は遂行する事といたしました。会員の皆様にはご苦労をおかけする事と

思いますが、計画された事業を遂行する事が、行田ロータリークラブの品位を高め、しいてはロータリークラブが信頼され

る事と、確信いたします。又、単年度では大きな事業を遂行する事は難しいので、毎年毎年地道に実施する事が大事だと

考えます。「ワン・イヤー・ルール」の精神に則り、同じ形でも良いし、形は変わっても良しと致します。「継続は力なり」と

言いますが、それがロータリークラブの社会的地位を高めた事は、私が言うまでもありません。その一翼を担う役目を与えて

頂いた会員皆様の友情に、感謝を申し上げます。体調不良にならない様に役目を果たしたいと思いますので、会員皆様

及び御家族様のご理解とご協力を、切にお願い申しあげます。また、会員皆様に一翼を担って頂かなくてはなりません。

その結果委員会の数が多くなりました事、ご理解をお願い致します。委員会組織を見て頂ければ、本年度に於いて、

行田ロータリークラブが何を目指しているのか、概ねご判断して頂ける事と思います。

親睦と奉仕で更なる活力が生まれます様にお願い致します。会員皆様の御活躍を、心よりご期待申しあげます。



★ 委 員 長 方 針 発 表

★ 出 席 奨 励 委 員 会　 野口一信委員長 

★ 出席状況報告...............................................　　　

T ・ 正 会 員 数 55名

A ・ 85年規定承認者 11名

A ・ 理事会欠席承認者 0名

P ・ 本 日 の 出 席 者 44名

B ・ 各承認者の例会出席者 2名

MU ・ 本日のメーキャップ者 0名

本 日 の 出 席 率 95.6％

野口一信委員長 井上真弓委員長

★ スマイルボックス委員会　 井上真弓委員長

★ にこにこ報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

● 武田会長 会員皆様の友情に感謝を申し上げ一年間頑張らせていただきます。

● 石渡幹事 幹事として一年間よろしくお願いします。

● ガバナー補佐　
鈴木秀憲様

お世話になります。

● 小川会員 ＳＡＡ鴨田委員長の下、例会会場をあるべき姿より良い形にもどすよう努めます。

● 永島会員
お陰様でDVD「水とともに歩む行田の歴史」が樹号で使える埼玉県ライブラリーに
指定されました。ありがとうございます。武田新会長ご苦労様です。

～ニコニコ報告　次のページへ続く～



～ニコニコ報告　前のページより続き～

● 小菅会員 本日より武田年度のスタートです。会長ならびに幹事として会員の皆様一年間
よろしくお願いします。体脂肪率20％を切りました。

● 小山会員 武田、石渡年度発足心からお祝い申し上げ、ご健闘祈ります。頑張ってください。

● 大野会員
武田、石渡年度のスタートをお祝い申し上げます。鈴木ガバナー補佐、
ますますおご活躍をお祈り申し上げます。

● 長島会員 七月七日に入会できて大変光栄です。

● 坂本会員
職業奉仕委員長として一年間宜しくお願いします。
新入会員長島さん、これから宜しくお願いします。

● 蔭山会員 武田会長、石渡幹事、一年間よろしくお願いします。
石渡さん急な事で大変ですが、頑張ってください。長島さんようこそ。

● 古沢会員 武田、石渡年度の門出を祝って。

● 鈴木貴大会員 本日は親父がお世話になります。

● 以下同文

清水義夫会員、大谷会員、山田会員、冨田会員、大久保会員、小池会員、武井会員、小沢会員

小林会員、渡辺会員、湯本会員、山本会員、中島会員、小椋会員、福島会員、清水治雄会員

稲垣会員、持田会員、飯田会員、岡田会員、境野会員、鈴木克枝会員、斉藤会員

橋本会員、鴨田会員、碓井会員、坂田会員、島崎会員、武笠会員、野口会員、井上会員

● 本日のニコニコ　１７４,０００円 頂きました。ありがとうございました。（順不同にて報告しました。）

★ 点 鐘



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowPSXObjects true

  /AllowTransparency false

  /AntiAliasColorImages false

  /AntiAliasGrayImages false

  /AntiAliasMonoImages false

  /AutoFilterColorImages true

  /AutoFilterGrayImages true

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /All

  /Binding /Left

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /CalGrayProfile (None)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /ColorACSImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /ColorConversionStrategy /sRGB

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /Warning

  /ColorImageResolution 150

  /ColorSettingsFile ()

  /CompatibilityLevel 1.5

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /CreateJDFFile false

  /CreateJobTicket false

  /CropColorImages true

  /CropGrayImages true

  /CropMonoImages true

  /DSCReportingLevel 0

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /Description <<

    /CHS <FEFF4F7F75288FD94E9B8BBE7F6E751F6210002000410064006F0062006500200050004400460020658768635E7653EF572851764E2D530562EC5D4C51655F0F75355F71300156FE5C42548C4EA44E9251437D20FF0C4F8B59828D8594FE63A5300188685355548C7FFB8F6C30028FD94E9B002000410064006F0062006500200050004400460020658768637B2654080020004100630072006F0062006100740020548C002000410064006F00620065002000520065006100640065007200200036002E00300020621666F49AD87248672C768489816C423002>

    /CHT <FEFF4F7F752890194E9B8A2D5B9A7522751F5305542B51675D4C5F717247300157165C644EE553CA4E9252D551437D200020002859828D8590237D503001886855AE548C6ED19F20630754116548679C7B49002900207684002000410064006F006200650020005000440046002065874EF6300290194E9B002000410064006F006200650020005000440046002065874EF682070020004100630072006F0062006100740020548C002000410064006F00620065002000520065006100640065007200200036002E00300020621666F49AD87248672C76F85BB93002>

    /DAN (Brug disse indstillinger til at generere Adobe PDF-dokumenter, som indeholder integrerede film, lag og interaktive elementer som f.eks. hyperlinks, formularer og Overgange. Disse Adobe PDF-dokumenter er kompatible med Acrobat og Adobe Reader 6.0 eller nyere.)



    /ENU (Use these settings to generate Adobe PDF documents that can include embedded movies, layers, and interactive elements such as hyperlinks, forms, and rollovers. These Adobe PDF documents are compliant to Acrobat and Adobe Reader 6.0 or later.)





    /ITA (utilizzare queste impostazioni per generare documenti Adobe PDF che includano filmati, livelli ed elementi interattivi incorporati, ad esempio, link ipertestuali, moduli e rollover. Tali documenti Adobe PDF saranno compatibili con Acrobat e Adobe Reader 6.0 o versioni successive.)





    /NLD (Gebruik deze instellingen voor het genereren van Adobe PDF-documenten die zijn geoptimaliseerd voor weergave op mobiele apparaten. Gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)









  >>

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.10000

  /DoThumbnails false

  /DownsampleColorImages true

  /DownsampleGrayImages true

  /DownsampleMonoImages true

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedJobOptions false

  /EmbedOpenType false

  /EmitDSCWarnings false

  /EncodeColorImages true

  /EncodeGrayImages true

  /EncodeMonoImages true

  /EndPage -1

  /GrayACSImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageDict <<

    /HSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

    /QFactor 0.15000

    /VSamples [

      1

      1

      1

      1

    ]

  >>

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /Warning

  /GrayImageResolution 150

  /ImageMemory 1048576

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /Quality 30

    /TileHeight 256

    /TileWidth 256

  >>

  /LockDistillerParams true

  /MaxSubsetPct 100

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageMinResolution 150

  /MonoImageMinResolutionPolicy /Warning

  /MonoImageResolution 300

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OPM 1

  /Optimize true

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AllowImageBreaks false

      /AllowTableBreaks true

      /ExpandPage false

      /HonorBaseURL true

      /HonorRolloverEffect true

      /IgnoreHTMLPageBreaks false

      /IncludeHeaderFooter false

      /MarginOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /MetadataAuthor ()

      /MetadataKeywords ()

      /MetadataSubject ()

      /MetadataTitle ()

      /MetricPageSize [

        0

        0

      ]

      /MetricUnit /inch

      /MobileCompatible 0

      /Namespace [

        (Adobe)

        (GoLive)

        (8.0)

      ]

      /OpenZoomToHTMLFontSize false

      /PageOrientation /Portrait

      /RemoveBackground false

      /ShrinkContent true

      /TreatColorsAs /MainMonitorColors

      /UseEmbeddedProfiles true

      /UseHTMLTitleAsMetadata true

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /BleedOffset [

        0

        0

        0

        0

      ]

      /ConvertColors /ConvertToRGB

      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)

      /DestinationProfileSelector /UseName

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements true

      /GenerateStructure true

      /IncludeBookmarks true

      /IncludeHyperlinks true

      /IncludeInteractive true

      /IncludeLayers true

      /IncludeProfiles true

      /MarksOffset 6

      /MarksWeight 0.25000

      /MultimediaHandling /EmbedAll

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PageMarksFile /RomanDefault

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0

    0

    0

    0

  ]

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXTrapped /False

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0

    0

    0

    0

  ]

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /ParseICCProfilesInComments true

  /PassThroughJPEGImages false

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo false

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments false

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Preserve

  /UCRandBGInfo /Remove

  /UsePrologue false

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

>> setdistillerparams

<<

>> setpagedevice



